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は
じ
め
に

人
で
あ
り
な
が
ら
修
行
に
よ
っ
て
超
人
的
な
能
力
を
得
た
仙
人
は
、
東
洋
絵
画
に
お
け
る
重
要
な
主
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
仙
人
の
来
歴
や
逸
話
は
、
お
お
む
ね
中
国
の
文
献
の
中
に
見
出
さ
れ
る
。
一
方
、
仙
人
の
中
に
は
、
名
前
こ
そ
現
存
す
る
も
の

の
、
そ
の
詳
細
が
不
明
な
も
の
も
少
な
か
ら
ず
い
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
上
利
劔
」
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
来
歴
不
詳
の
仙
人

の
ひ
と
り
で
あ
る
。

こ
の
「
上
利
劔
」
な
る
仙
人
は
、
平
賀
源
内
（
一
七
二
八
〜
八
〇
）
が
著
し
た
『
そ
し
り
草
』
に
、「
上
利
劔
の
つ
る
ぎ
に
乗
て
海

を
渡
る
も
難
し
と
せ
ず（1
）」

と
い
う
一
文
が
あ
っ
た
り
、
川
柳
句
集
『
誹
風
柳
多
留
』
第
九
十
九
編
（
文
政
十
一
年
〔
一
八
二
八
〕
刊
）

に
、「
上
利
劔

陸
で
は
舟
を

腰
へ
さ
し（2
）」

と
い
う
句
が
見
出
せ
た
り
す
る
よ
う
に
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
相
当
に
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

仙
人
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

「
上
利
劔
」
考

田

中　
　
　

伝
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し
か
し
、
こ
う
し
た
江
戸
時
代
に
お
け
る
知
名
度
と
は
対
照
的
に
、
現
代
で
は
こ
の
仙
人
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
知
る
と
こ
ろ
が
な

い
。
い
っ
た
い
こ
の
「
上
利
劔
」
と
は
何
者
な
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
以
前
、
自
身
が
勤
務
す
る
出
光
美
術
館
の
所
蔵
す
る
「
群
仙

図
屛
風
」
中
に
、
従
来
呂
洞
賓
と
比
定
さ
れ
て
い
た
仙
人
の
図
像
が
「
上
利
劔
」
で
は
な
い
か
と
す
る
小
論
を
書
い
た
こ
と
が
あ
る（3
）。

し
か
し
こ
の
論
文
は
、
こ
の
仙
人
に
つ
い
て
の
み
論
じ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
紙
数
の
都
合
上
踏
み
込
ん
だ
議
論
が
展
開

で
き
ず
、
ま
た
取
り
こ
ぼ
し
た
資
料
も
少
な
く
な
い
。
本
稿
で
は
こ
の
「
上
利
劔
」
の
み
に
焦
点
を
絞
り
、
こ
の
仙
人
が
何
者
で
、

い
か
に
し
て
生
み
出
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
改
め
て
詳
し
く
論
じ
て
行
く
こ
と
に
し
た
い
。

一
、
絵
本
の
な
か
の
「
上
利
劔
」

ま
ず
、
こ
の
「
上
利
劔
」
が
ど
の
よ
う
な
仙
人
な
の
か
に
つ
い
て
見
て
行
こ
う
。
仙
人
と
い
う
以
上
、「
上
利
劔
」
も
な
に
が
し
か

の
超
人
的
な
能
力
を
有
す
る
仙
人
で
あ
ろ
う
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
刊
行

さ
れ
た
辞
書
『
和
漢
雅
俗
い
ろ
は
辞
典
』
に
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

じ
や
う
り
け
ん
〔
名
〕
上
利
劔
（
剣
に
乗
じ
て
大
海
の
波
上
を
飛
行
す
る
術
を
得
た
る
人（4
））

記
述
は
簡
素
で
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、「
上
利
劔
」
と
は
剣
に
乗
っ
て
海
上
を
飛
行
す
る
仙
人
と
あ
る
。

で
は
、
こ
の
「
上
利
劔
」
は
、
ど
の
よ
う
な
す
が
た
を
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
「
上
利
劔
」
は
仙
人
と
い
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う
虚フ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
ル

構
的
な
存
在
で
あ
る
た
め
、
肖
像
画
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
仙
人
の
す
が
た
は
古
く
よ
り
図
像
と
し
て
あ

ら
わ
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
仙
人
も
な
ん
ら
か
の
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
と
と
も
に
流
通
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
の
が
自

然
で
あ
る
。

そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に
、
京
の
書
肆
・
井
筒
屋
庄
兵
衛
よ
り
刊
行
さ
れ
た
俳
書
『
延
命
冠
者
・

千
々
之
丞
』
に
掲
載
さ
れ
る
以
下
の
句
で
あ
る
。

嘉
儀

袷
着
て

絵
本
に
立
つ
や

上
利
劔　
　
　
　
　
　
　
　

行
露（5
）

「
行
露
」
と
は
、
安
藤
信
友
（
一
六
七
一
〜
一
七
三
二
）
の
俳
号
で
あ
る
。
信
友
は
備
中
松
山
藩
二
代
藩
主
に
し
て
、
後
に
美
濃
加

納
に
転
封
。
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
信
任
篤
く
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
に
は
老
中
に
任
ぜ
ら
れ
、
享
保
の
改
革
を
推
進
し
た
。

当
代
き
っ
て
の
文
化
人
と
し
て
も
知
ら
れ
、
と
り
わ
け
俳
諧
を
よ
く
し
、
宝
井
其
角
（
一
六
六
一
〜
一
七
〇
一
）
の
門
下
と
し
て
、

多
く
の
佳
句
を
残
し
て
い
る
。

こ
の
句
で
は
、「
上
利
劔
」
が
「
絵
本
に
立
つ
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、「
上
利
劔
」
が
「
絵
本
」
に
描
か
れ
て
い
る
、
と
い
う
意
味

か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
句
が
載
る
『
延
命
冠
者
・
千
々
之
丞
』
の
刊
行
以
前
に
成
立
し
た
絵
本
―
―
す
な
わ
ち
画
譜
や
挿

絵
本
と
い
っ
た
図
像
が
掲
載
さ
れ
た
書
籍
―
―
に
「
上
利
劔
」
の
載
る
も
の
が
あ
る
か
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
該
当
し
そ
う
な

も
の
を
二
件
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

ひ
と
つ
目
は
、『
延
命
冠
者
・
千
々
之
丞
』
刊
行
の
約
十
年
前
、
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
序
の
橘
宗
重
『
絵
本
宝
鑑
』
で
あ
る
。
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『
絵
本
宝
鑑
』
は
、「
絵
本
」
と
名
の
付
く
最
も
早
い
例
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
版
を
重
ね
、
広
く
巷
間
に
普

及
し
た
書
籍
で
あ
る（6
）。

同
書
の
巻
三
に
は
、
あ
た
か
も
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
の
よ
う
に
剣
を
使
っ
て
波
に
乗
る
仙
人
の
挿
絵
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
、「
劔つ
る
ぎ

に
の
り
波な
み

の
上う
へ

に
は
ふ
仙せ
ん

術
ぢ
ゅ
つ

な
り
」
と
、
こ
の
仙
人
が
用
い
る
仙
術
の
解
説

が
添
え
ら
れ
て
い
る
（
図
1
）。

ふ
た
つ
目
は
、『
絵
本
宝
鑑
』
刊
行
の
七
年

後
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
に
上
梓
さ
れ
た

『
頭あ
た
ま

書が
き

増ぞ
う

補ほ

訓き
ん

蒙も
う

図ず

彙い

』
で
あ
る
。
本
書
は
、

儒
者
・
中
村
惕
斎
（
一
六
二
九
〜
一
七
〇
一
）

が
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
に
刊
行
し
た
図
解

辞
典
『
訓
蒙
図
彙
』
の
増
補
版
で（7
）、

初
版
よ
り

増
補
さ
れ
た
巻
二
十
一
「
雑
類
」
に
は
、
こ
れ

ま
た
剣
に
乗
っ
て
波
の
上
を
行
く
「
上
利
劔
」

の
挿
図
が
描
か
れ
、「
此
仙せ
ん

人に
ん

ハ
劔つ
る
ぎ

を
乗
の
り
も
の

と

し
て
波な
み

乃
上う
へ

を
飛ひ

行ぎ
や
う

す
る
術じ
ゅ
つ

を
得え

た
り
」
と
、

『
絵
本
宝
鑑
』
と
よ
く
似
た
内
容
の
解
説
文
を
掲

載
し
て
い
る
（
図
2
）。

信
友
は
、
こ
の
い
ず
れ
か
の
絵
本
に
掲
載
さ

図 2　『頭書増補訓蒙図彙』巻二十一「上
利劔」（早稲田大学図書館）

図 1　『絵本宝鑑』巻三「上利
劔」（早稲田大学図書館）
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れ
た
「
上
利
劔
」
の
図
像
を
見
て
、
冒
頭
の
句
を
詠
ん
だ
可
能
性
が
高
い
。
と
り
わ
け
『
絵
本
宝
鑑
』
に
描
か
れ
た
「
上
利
劔
」
の

す
が
た
の
ほ
う
が
、
こ
の
句
の
内
容
に
そ
ぐ
わ
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
絵
本
の
中
で
は
だ
ら
し
な
く
着
物
を
ま
と
っ
て
い
る
上
利

劔
だ
が
、
め
で
た
い
新
年
に
は
袷
に
着
替
え
て
い
る
―
―
そ
ん
な
晴
れ
や
か
な
正
月
の
様
子
が
、
こ
の
句
で
は
詠
わ
れ
て
い
る
と
解

釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

二
、「
上
利
劔
」
と
「
鍾
離
権
」

冒
頭
に
挙
げ
た
『
和
漢
雅
俗
い
ろ
は
辞
典
』
に
も
あ
る
よ
う
に
、「
上
利
劔
」
は
、「
じ
や
う
り
け
ん
」、
つ
ま
り
「
じ
ょ
う
り
け

ん
」
と
読
む
よ
う
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
『
絵
本
宝
鑑
』
に
は
「
じ
や
う
り
け
ん
」、『
頭
書
増
補
訓
蒙
図
彙
』
に
は
「
し
や
う
り
け
ん
」

と
振
り
仮
名
が
ふ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
上
利
劔
」
は

「
じ
ょ
う
り
け
ん
」
あ
る
い
は
「
し
ょ
う
り
け
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
「
じ
ょ
う
り
け
ん
／

し
ょ
う
り
け
ん
」
と
よ
く
似
た
読
み
を
す
る
著
名
な
仙
人
が
、
他

に
も
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
鍾し
ょ
う

離り

権け
ん

」
で
あ
る
。

鍾
離
権
と
い
う
仙
人
の
来
歴
に
つ
い
て
は
、
古
今
の
仙
人
の
伝

記
を
集
成
し
た
『
有
象
列
仙
全
伝
』
に
、
挿
絵
付
き
で
以
下
の
よ

う
な
比
較
的
詳
細
な
伝
記
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
図
3
）。

図 3　『有象列仙全伝』巻之三「鍾
離権」（早稲田大学図書館）
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鍾
離
権
、
燕
台
人
。
後
改
名
覚
、
字
寂
道
、
号
和
谷
子
、
又
号
王
陽
子
、
又
号
雲
房
先
生
。
父
為
列
侯
、
宦
雲
中
。
誕
生
真
人

之
時
、
異
光
数
丈
、
状
若
烈
火
、
侍
衛
皆
驚
。
真
人
頂
円
額
広
、
耳
厚
眉
長
、
目
深
鼻
聳
、
口
方
頬
大
、
唇
臉
如
丹
、
乳
遠
臂

長
如
三
歳
児
、
昼
夜
不
声
不
哭
不
食
、
第
七
日
曜
然
而
言
曰
、
身
遊
紫
府
、
名
書
玉
京
、
及
壮
仕
漢
為
大
将
、
征
吐
蕃
、
失
利

独
騎
奔
逃
山
谷
、
迷
路
夜
入
深
林
、
遇
一
胡
儒
、
蓬
頭
払
額
体
掛
草
結
之
依
、
引
行
数
里
見
一
村
庄
曰
、
此
東
華
先
生
成
道
処
、

将
軍
可
以
歇
息
矣
、
揖
別
而
去
、
真
人
未
敢
驚
動
、
荘
中
良
久
聞
人
語
、
云
此
必
碧
眼
胡
人
饒
舌
也
、
一
老
人
披
白
鹿
裘
扶
青

蔡
杖
、
杭
声
前
曰
、
来
者
非
漢
大
将
軍
鍾
離
権
耶
、
汝
何
不
寄
宿
山
僧
之
所
、
真
人
聞
而
大
驚
、
知
其
為
異
人
也
、
是
時
方
脱

虎
狼
之
穴
、
遽
有
鸞
鶴
之
思
、
乃
回
心
向
道
哀
求
度
世
之
方
、
於
是
老
人
授
以
長
生
真
訣
及
金
丹
火
候
青
竜
剣
法
、
真
人
告
辞

出
門
回
顧
荘
居
不
見
其
処
、
後
再
遇
華
陽
真
人
、
伝
以
太
乙
圭
火
符
内
丹
、
洞
暁
玄
々
之
道
、
又
遇
上
仙
玉
玄
甫
、
得
為
郎
中
、

与
弟
権
入
華
山
三
峰
得
道
白
日
昇
天（8
）。

鍾
離
権
は
燕
台
の
人
で
、
後
に
名
を
覚
と
改
め
、
字
は
寂
道
、
和
谷
子
、
王
陽
子
、
雲
房
先
生
と
も
号
し
た
。
長
じ
て
漢
の
将
軍

と
な
っ
た
が
、
吐
蕃
の
遠
征
で
敗
走
す
る
う
ち
に
迷
っ
た
山
林
で
華
陽
真
人
と
遭
っ
て
仙
術
を
授
け
ら
れ
た
と
い
う
。
い
わ
ゆ
る
「
八

仙
」
の
ひ
と
り
と
し
て
も
著
名
で
、
古
く
か
ら
広
く
知
ら
れ
る
仙
人
で
あ
る
。
こ
の
「
鍾
離
権
」
と
「
上
利
劔
」
は
、
な
に
が
し
か

の
関
連
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
観
点
で
江
戸
時
代
以
降
の
言
説
を
見
て
行
く
と
、「
鍾
離
権
」
と
「
上
利
劔
」
を
同
一
の
仙
人
と
す
る
も
の
が
少
な
か

ら
ず
見
出
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
見
解
の
一
例
と
し
て
、
い
さ
さ
か
後
世
の
資
料
に
な
る
が
、
江
戸
時
代
後
期
の
戯
作
者
・
曲
亭
馬
琴

（
一
七
六
七
〜
一
八
四
八
）
の
読
本
『
俊
寛
僧
都
嶋
物
語
』（
文
化
五
年
〔
一
八
〇
八
〕
刊
）
中
の
以
下
の
記
述
を
見
て
み
よ
う
。
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譬た
と
ひ

ば
、
鍾し
ょ
う

離り

権け
ん

を
、
画ゑ
が

く
に
、
剣け
ん

を
筏い
か
だ

に
し
て
水み
ず

を
渉わ
た

る
図づ

あ
り
。
権け
ん

と
剣け
ん

と
そ
の
音こ
ゑ

相あ
い
ち
か近

し
。
故ゆ
ゑ

に
剣け
ん

を
画ゑ
が

く
は
、
は
や

く
鍾し
ょ
う

離り

権け
ん

な
る
よ
し
を
し
ら
せ
ん
と
て
也
。
こ
れ
を
上し
ょ
う

利り

劔け
ん

と
お
ぼ
え
て
、
利と
き

劔つ
る
ぎ

に
上の
ぼ

る
、
仙せ
ん
に
ん人
な
り
と
思
ふ
人ひ
と

の
為た
め

に

は
、
論ろ
ん

ず
る
に
及お
よ

ば
ず
。
鍾し
ょ
う

離り

権け
ん

は
後ご

漢か
ん

の
人ひ
と

な
り
、
字あ
ざ
な

は
叔し
ゅ
く

道ど
う

、
和わ

合が
う

子し

、
ま
た
王わ
う

陽や
う

子し

、
雲う
ん
ぼ
う
せ
ん
せ
い

房
先
生
と
号ご
う

す
。
吐と

蕃ば
ん

を

征せ
い

し
て
、
そ
の
軍い
く
さ

利り

あ
ら
ず
、
深し
ん

山ざ
ん

に
走は
し

り
入い
り

て
異い

人じ
ん

に
遇あ
ひ

、
仙せ
ん

術じ
ゅ
つ

を
受う
け

、
青せ
い

龍り
う

剣け
ん
の
ほ
う法

を
得え

た
る
よ
し
、
才さ
い

子し

伝で
ん

、
列れ
っ
せ
ん
で
ん

仙
伝

等と
う

に
見
え
た
り
。
か
ゝ
れ
ば
亦ま
た

剣け
ん

に
縁え
ん

あ
り（9
）。

馬
琴
は
、
鍾
離
権
は
「
剣
を
筏
に
し
て
水
を
渉
る
」
す
が
た
で
描
か
れ
る
と
し
、
そ
の
理
由
が
、
鍾
離
権
の
「
権
」
が
「
剣
」
と

音
通
す
る
た
め
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
上
で
鍾
離
権
と
い
う
仙
人
の
名
を
、「
上
利
剣
」
す
な
わ
ち
「
利と
ぎ

劔つ
る
ぎ

に
上
る
」
の
も
じ
り
で

あ
る
と
思
う
人
も
い
た
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
馬
琴
は
、「
上
利
剣
」
を
鍾
離
権
と
同
じ
仙
人
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
こ

と
が
理
解
さ
れ
る
。

こ
れ
は
馬
琴
の
み
が
唱
え
て
い
た
説
で
は
な
い
。
水
戸
藩
の
儒
者
・
立
原
翠
軒
（
一
七
四
四
〜
一
八
二
三
）
の
『
此
君
堂
後
素
談
』

に
も
「
云
本
邦
画
者
の
画
す
る
上
利
劔
は
鍾
離
権
な
り
、
音
に
あ
や
ま
り
た
る
な
り（10
）」

と
あ
り
、
こ
ち
ら
で
も
上
利
劔
と
鍾
離
権
を

同
じ
仙
人
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
。
近
代
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
大
槻
文
彦
（
一
八
四
七
〜
一
九
二
八
）
が
編
纂
し
た
辞
書
『
大

言
海
』
の
「
上
利
劔
」
の
項
で
は
、「〔
鐘
離
権
ノ
当
字
ナ
ル
ベ
シ
〕
仙
人
ノ
、
劔
ニ
乗
リ
タ
ル
図
ノ
称
。
列
仙
伝
ノ
鍾
離
権
ヲ
図
シ

タ
ル
モ
ノ
ト
云
フ（11
）」

と
あ
り
、
こ
こ
で
も
「
上
利
劔
」
と
は
鍾
離
権
の
当
て
字
で
あ
る
と
い
う
説
を
採
用
し
て
い
る
。

実
際
の
と
こ
ろ
、「
上
利
劔
」
と
「
鍾
離
権
」
は
、
そ
の
図
像
の
上
で
も
相
当
早
い
段
階
か
ら
同
一
視
あ
る
い
は
混
同
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
前
節
で
挙
げ
た
『
絵
本
宝
鑑
』
に
掲
載
さ
れ
る
上
利
劔
の
図
像
は
、
ぼ
さ
ぼ
さ
の
ひ
げ
面
で
、
は
だ
け
た
着
物
か
ら

腹
を
突
き
出
し
、
葉
で
作
ら
れ
た
前
掛
け
を
ま
と
う
異
相
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
先
に
挙
げ
た
『
有
象
列
仙
全
伝
』
や
、
明
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末
に
刊
行
さ
れ
た
洪
応
明
『
仙
仏
奇
踪
』
に
掲
載
さ
れ
る
挿
図

（
図
4
）
な
ど
、
先
行
す
る
鍾
離
権
の
図
像
に
近
似
し
て
い
る
。
こ

れ
よ
り
す
れ
ば
、
作
者
の
橘
宗
重
は
、「
上
利
劔
」
と
は
「
鍾
離

権
」
を
示
す
も
の
と
見
な
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
伺
え
る
。

ま
た
、
大
岡
春
卜
（
一
六
八
〇
〜
一
七
六
三
）
が
享
保
五
年
に

刊
行
し
た
画
譜
『
画
本
手
鑑（12
）』

巻
二
に
は
、
元
時
代
の
画
家
・
劉

輝
が
描
い
た
と
さ
れ
る
「
上
利
劔
」
の
図
が
掲
載
さ
れ
る
が
、
通

有
の
「
上
利
劔
」
の
よ
う
に
剣
の
上
に
乗
る
す
が
た
で
は
な
く
、

あ
た
か
も
韋
駄
天
像
の
よ
う
に
胸
前
で
拱
手
し
、
腕
に
剣
を
横
た

え
て
持
つ
と
い
う
姿
で
描
か
れ
て
い
る
（
図
5
）。
こ
れ
は
、
鍾
離

権
が
昇
仙
の
修
行
の
末
に
青
龍
剣
法
を
授
か
っ
た
と
い
う
逸
話
か

ら
派
生
し
た
図
像
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
も
、

「
上
利
劔
」
と
「
鍾
離
権
」
と
が
同
一
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す

証
左
の
ひ
と
つ
と
い
え
よ
う
。

実
際
、
本
稿
で
後
に
も
見
て
行
く
よ
う
に
、
現
在
確
認
で
き
る

「
剣
に
乗
る
仙
人
」
の
図
像
の
大
半
は
「
鍾
離
権
（
あ
る
い
は
鐘
離

権
）」
の
名
で
伝
来
し
て
お
り
、「
上
利
劔
」
と
「
鍾
離
権
」
が
同

じ
仙
人
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
長
き
に
わ
た
り
支
配
的
だ
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

図 4　『仙仏奇踪』巻二「鍾離権」
（京都大学付属図書館）

図 5　『画本手鑑』巻二「上利劔」（早
稲田大学図書館）
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三
、
呂
洞
賓
図
像
の
変
容

と
は
い
え
、
こ
こ
で
注
意
し
た
い
こ
と
が
あ
る
。
中
国
の
文
献
に
は
、「
上
利
劔
」
が
鍾
離
権
の
別
称
で
あ
る
と
い
う
記
述
は
確
認

さ
れ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
「
上
利
劔
」
と
い
う
仙
人
の
名
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
上
利
劔
」
と
「
鍾

離
権
」
の
音
が
共
通
あ
る
い
は
類
似
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
日
本
語
の
発
音
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
仮
に
「
上
利
劔
」
と
い
う
仙

人
が
中
国
に
い
た
と
し
て
も
、
こ
の
仙
人
と
「
鍾
離
権
」
と
が
同
一
で
あ
る
と
い
う
言
説
が
発
生
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。

ま
た
、「
上
利
劔
」
と
「
鍾
離
権
」
と
の
図
様
上
の
共
通
点
が
希
薄
な
点
も
問
題
で
あ
る
。
一
般
的
に
鍾
離
権
の
図
像
は
、『
有
象

列
仙
全
伝
』
や
『
仙
仏
奇
踪
』
中
の
挿
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
常
人
な
ら
ざ
る
異
相
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
一
方
「
上
利
劔
」
の
図
像

の
多
く
は
、
漢
服
を
ま
と
っ
た
ご
く
一
般
的
な
壮
年
の
男
性
の
す
が
た
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
両
者
の
図
像
上
の
懸
隔
は

著
し
く
、
お
よ
そ
同
一
の
仙
人
と
は
認
め
が
た
い
。

こ
う
し
た
事
態
は
、
す
で
に
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
気
づ
か
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
坂
の
画
師
・
橘
守
国
（
一
六
七
九
〜
一
七

四
八
）
が
著
し
た
『
絵
本
鶯
宿
梅
』（
元
文
五
年
〔
一
七
四
〇
〕
刊
）
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
文
言
が
見
い
だ
せ
る
。

予
按
ず
る
に
、
む
か
し
の
え
を
画
く
所
の
、
上
利
劔
と
い
ふ
仙
人
の
図
、
剣
に
乗
、
涛
を
行
。
此
仙
所
伝
を
し
る
人
な
し
。
疑

ら
く
は
此
葛
仙
公
を
画
く
も
の
な
ら
ん
か（13
）。

守
国
は
、「
上
利
劔
」
な
る
仙
人
が
、
そ
の
図
像
の
み
で
典
拠
と
な
る
伝
記
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
疑
問
を
抱
き
、
こ
の
図
像
の
実
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際
の
像
主
は
葛
玄
な
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
葛
玄
は
、『
列

仙
全
伝
』
な
ど
に
よ
る
と
左
慈
に
師
事
し
て
道
術
を
学
ん
だ
と
さ
れ
る

仙
人
で
、
あ
る
時
呉
主
に
同
行
し
て
船
に
乗
っ
た
際
、
風
に
遇
い
沈
没

し
た
が
、
夜
が
明
け
る
と
水
面
を
歩
き
な
が
ら
戻
っ
て
来
た
と
い
う
。

そ
の
図
像
は
こ
の
逸
話
の
と
お
り
、
通
例
渡
海
す
る
す
が
た
で
描
か
れ
、

そ
の
背
に
は
剣
が
負
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
（
図
6
）。
た
し
か
に
こ

の
葛
玄
の
図
像
は
「
上
利
劔
」
と
共
通
す
る
要
素
が
多
く
み
ら
れ
る
も

の
の
、
剣
に
乗
る
す
が
た
で
描
か
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
図
像
的
な
影

響
関
係
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
断
定
し
が
た
い
。

そ
こ
で
、
こ
の
「
剣
に
乗
る
」
図
像
を
有
す
る
仙
人
が
い
る
の
か
に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
に
該
当
す
る
可
能
性
の
あ
る

存
在
が
見
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
呂
洞
賓
で
あ
る
。
明
時
代
の
文
人
・
焦
竑
（
一
五
四
一
〜
一
六
二
〇
）
の
著
し
た
逸
話
集
『
玉
堂

叢
語
』
巻
七
「
夙
恵
」
条
に
は
、
王
鏊
（
一
四
五
〇
〜
一
五
二
四
）
の
幼
少
期
に
関
す
る
以
下
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
見
出
せ
る
。

王
文
恪
公
年
十
二
能
詩
、
人
以
呂
純
陽
渡
海
像
求
題
、
公
援
筆
書
其
上
云
「
扇
作
帆
兮
劍
作
舟
、
飄
然
直
渡
海
風
秋
。
饒
他
弱

水
三
千
里
、
終
到
蓬
萊
第
一
洲
」
識
者
知
其
為
遠
器（14
）。

王
鏊
は
十
二
歳
の
時
に
「
呂
純
陽
渡
海
像
」
へ
の
題
画
詩
を
求
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
、「
扇
は
帆
と
作な

し
剣
は
舟
と
作
し
、
飄
然

直た
だ

ち
に
渡
る

海
風
の
秋
を
」
と
い
う
詩
を
な
し
た
と
い
う
。

図 6　『絵本鶯宿梅』巻三「葛玄」
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こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
「
呂
純
陽
」
こ
と
呂
洞

賓
も
、
鍾
離
権
と
同
じ
く
八
仙
の
ひ
と
り
に
挙

げ
ら
れ
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
仙
人
で
あ
る
。
名
を

巌
、
純
陽
子
と
号
し
、
道
教
で
は
孚
佑
帝
君
と

も
称
さ
れ
る
。
鍾
離
権
に
弟
子
入
り
し
、
修
行

の
末
に
仙
人
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
呂
洞
賓
は

仙
人
図
の
中
で
も
多
く
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の

師
で
あ
る
鍾
離
権
と
と
も
に
描
か
れ
る
作
品
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
（
図
7
）。

『
玉
堂
叢
語
』
中
の
「
剣
は
舟
と
作
」
す
、
と
い
う
句
を
、
剣
に
乗
っ
て
渡
海
す
る
「
上
利
剣
」
の
す
が
た
と
重
ね
る
こ
と
は
容
易

で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
あ
く
ま
で
題
画
詩
で
あ
る
た
め
、
画
中
の
描
写
を
謹
直
に
デ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
し
た
わ
け
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
画
中
の
描
写
と
著
し
く
か
け
離
れ
て
い
る
と
も
考
え
づ
ら
い
。
少
な
く
と
も
、
剣
に
乗
っ
て
渡
海
す
る
呂
洞

賓
の
図
様
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
け
は
、
信
じ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

『
玉
堂
叢
語
』
所
載
の
こ
の
逸
話
は
、
後
に
明
末
の
文
人
・
蒋
一
葵
（
生
没
年
不
明
）『
尭
山
堂
外
紀
』
巻
八
十
八
や
、
明
・
王
昌

会
（
生
没
年
不
明
）『
詩
話
類
編
』（
一
六
一
六
年
刊
）
巻
八
、
清
・
褚
人
獲
（
一
六
三
五
〜
？
）『
堅
瓠
集
』
巻
四
な
ど
に
も
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま
の
か
た
ち
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
剣
に
乗
る
呂
洞
賓
」
の
記
述
に
目
を
停
め
た
の
が
、
江
戸
後
期
を
代
表
す
る
文
化
人
の
大
田
南
畝
（
一
七
四
九
〜
一
八
二

三
）
で
あ
る
。
南
畝
は
随
筆
『
南
畝
莠
言
』（
文
化
十
四
年
〔
一
八
一
七
〕
刊
）
の
第
六
十
九
条
「
上
利
劔
」
に
お
い
て
、
以
下
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。

図 7　小嶋亮仙　鍾離権呂洞
賓図　室町時代　東京
国立博物館
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世
に
剣
に
乗
る
仙
人
の
図
を
名
づ
け
て
、
上
利
劔
と
い
ふ
は
誤
な
り
。
こ
れ
は
呂
純
陽
の
海
を
わ
た
る
像
な
る
べ
し
。
明
雲
問

王
嘉
侯
名
昌
会

が
詩
話
篇
に
、「
王
文
恪
公
年
十
二
能
作
詩
。
有
以
呂
純
陽
渡
海
懷
求
題
者
。
公
援
筆
書
云
。
扇
作
帆
乎
、
剣
作

舟
。
飄
然
直
渡
海
洋
秋
、
饒
他
弱
水
三
千
里
、
終
到
蓬
萊
第
一
洲
。
公
之
気
宇
已
見
于
此
矣
」
こ
れ
を
み
れ
ば
上
利
劔
の
名
は

杜
撰
な
る
事
明
し
。
列
仙
伝
の
鍾
離
権
と
は
大
に
違
へ
り
。
又
清
の
王
阮
亭
が
香
祖
筆
記
巻
十
二

、「
陳
仲
醇
云
。
溧
陽
人
家
有
鍾
離

権
書
。
花
押
如
一
剣
状
。
則
是
神
仙
亦
有
押
字
」
上
利
劔
の
名
こ
れ
ら
に
よ
り
て
誤
し
歟（15
）。

南
畝
は
、
先
に
引
い
た
王
鏊
の
呂
洞
賓
像
の
賛
詩
を
根
拠
に
、
巷
間
で
「
上
利
劔
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
仙
人
図
の
真
の
像
主
は
呂

洞
賓
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
「
上
利
劔
」
な
ど
と
呼
ぶ
こ
と
は
「
杜
撰
な
る
事
明
」
か
で
あ
り
、『
列
仙
全
伝
』

に
載
る
「
鍾
離
権
」
と
は
全
く
の
別
も
の
で
あ
る
と
喝
破
し
て
い
る
。
南
畝
の
こ
の
鋭
い
主
張
は
、
当
時
、
剣
に
乗
る
仙
人
の
図
像

が
「
上
利
劔
」
と
い
う
名
の
仙
人
と
し
て
い
か
に
高
い
知
名
度
を
得
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
逆
説
的
に
物
語
る
も
の
で
も
あ
る
。

近
代
の
日
本
美
術
史
研
究
者
の
相
見
繁
一
（
香
雨

一
八
七
四
〜
一
九
七
〇
）
も
、
平
凡
社
刊
行
の
『
大
百
科
事
典
』
中
の
「
鍾

離
権
」
の
項
目
で
、「
鍾
離
権
を
上
利
剣
と
書
い
て
剣
に
乗
っ
た
人
物
に
画
く
の
は
俗
伝
で
、
剣
に
乗
っ
た
の
は
呂
洞
賓
渡
海
の
図
で

あ
る（16
）」

と
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
南
畝
の
記
述
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
か
ら
、「
波
に
乗
る
仙
人
」
の
図
像
が
、
当
初
は
呂
洞
賓
で
あ
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。
で
は
、
こ
の
「
剣
に
乗
る
呂
洞
賓
」

の
図
様
を
持
つ
作
品
は
、
実
際
に
日
本
に
流
入
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
現
存
す
る
「
剣
に
乗
る
呂
洞
賓
」
の
作
例
は
果

た
し
て
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

文
献
上
で
確
認
さ
れ
る
「
剣
に
乗
る
呂
洞
賓
」
の
作
例
と
し
て
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
万
里
集
九
（
一
四
二
八
〜
？
）『
梅
花
無
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尽
蔵
』
中
の
記
述
で
あ
る
。
同
書
の
巻
三
上
に
、「
便
面

呂
洞
賓
駕
剣
渡
波
図
」
と
い
う
題
画
詩
が
認
め
ら
れ
る（17
）。「

駕
剣
渡
波
」

の
語
か
ら
も
、
た
し
か
に
こ
の
呂
洞
賓
図
は
「
剣
に
乗
る
」
図
像
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

以
上
に
挙
げ
た
呂
洞
賓
図
の
実
作
品
は
現
在
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
こ
の
「
剣
に
乗
る
呂
洞
賓
」
と
さ
れ
る
図
像
が
あ

ら
わ
さ
れ
た
現
存
す
る
最
古
の
作
例
は
、
等
清
（
生
没
年
不
明
）
の
描
い
た
「
呂
洞
賓
図
」（
高
知
城
歴
史
博
物
館

図
8
）
で
あ
ろ

う
。
等
清
は
雪
村
の
画
風
を
学
ん
だ
と
さ
れ
る
画
家
で
、
本
図

の
仙
人
も
雪
村
画
風
の
強
い
影
響
下
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る（18
）。

た
だ
し
、
本
図
は
現
在
「
呂
洞
賓
図
」
と
い
う
作
品

名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
制
作
当
初
よ
り
像
主
が
変
わ

ら
ず
呂
洞
賓
で
あ
っ
た
と
い
う
確
証
は
な
く
、
別
の
像
主
の
可

能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
中
で
、「
剣
に
乗
っ
た
仙
人
」
の
像
主
が
確
実
に
呂

洞
賓
を
示
す
作
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
も
の
が
、
海
北
友
松

（
一
五
三
三
〜
一
六
一
五
）
筆
「
呂
洞
賓
図
」（
根
津
美
術
館

図
9
）
で
あ
る
。
本
図
の
像
主
に
つ
い
て
は
長
ら
く
上
利
劔
あ

る
い
は
鍾
離
権
と
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
で
は
妙
心
寺
一
〇
五

世
の
海
山
元
珠
（
一
五
六
六
〜
一
六
四
二
）
の
賛
に
「
見
黄
龍
」

「
廬
山
」
と
い
っ
た
語
が
見
ら
れ
る
こ
と
よ
り
、
現
在
で
は
そ
れ

ら
と
縁
の
深
い
呂
洞
賓
を
像
主
と
す
る
説
が
強
く
な
っ
て
い
る（19
）。

図 8　等清　呂洞賓図　室町時
代　高知城歴史博物館

図 9　海北友松　呂洞賓図　
根津美術館
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さ
ら
に
、
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
に
創
建
さ
れ
た
日
光
東
照
宮
陽
明
門
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
「
剣
に
乗
る
仙
人
」
の
彫
刻
に
つ

い
て
も
見
て
行
き
た
い
。
本
門
背
面
の
初
層
組
物
間
に
は
仙
人
と
見
ら
れ
る
七
人
の
彫
刻
が
施
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
仙
人
は
向
か
っ
て

左
よ
り
、
琴
高
、
黄
仁
覧
、
鍾
離
権
、
費
長
房
、
王
子
喬
、
梅
福
、
鉄
拐
を
あ
ら
わ
す
と
す

る
の
が
一
般
的
な
見
解
で
あ
る（20
）。

こ
の
う
ち
左
か
ら
三
番
目
の
「
鍾
離
権
」
と
さ
れ
る
彫
刻

（
図
10
）
は
、
剣
に
乗
る
仙
人
の
す
が
た
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
こ
の
仙
人
に
現
在
「
鍾
離
権
」

の
名
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
に
「
上
利
劔
」
か
ら
の
連
想
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（21
）。

た
だ
し
、
こ
の
仙
人
が
当
初
よ
り
上
利
劔
（
あ
る
い
は
鍾
離
権
）
と
し
て
制
作
さ
れ
た
か

に
つ
い
て
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
仙
人
の
彫
刻
は
、
友
松
の
「
呂
洞

賓
図
」
を
反
転
し
た
図
像
と
完
全
に
一
致
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
す
れ
ば
、
こ
の
仙

人
は
上
利
劔
（
あ
る
い
は
鍾
離
権
）
で
は
な
く
、
呂
洞
賓
を
想
定
し
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性

が
高
い
。

ま
た
、
狩
野
元
信
筆
の
伝
称
を
有
す
る
「
剣
に
乗
る
仙
人
」
の
図
（
図
11
）
に
も
注
目
し

た
い
。
本
図
の
現
所
在
は
不
明
な
が
ら
、
そ
の
図
版
が
掲
載
さ
れ

る
売
立
目
録
中
に
は
「
勝
利
劔
」
と
い
う
名
で
掲
載
さ
れ
て
い
る（22
）。

本
図
が
果
た
し
て
元
信
の
真
筆
で
あ
る
か
に
つ
い
て
図
版
か
ら
の

み
で
は
判
断
つ
き
が
た
い
が
、
探
幽
縮
図
「
和
漢
古
画
冊
」（
京
都

国
立
博
物
館
）
の
寛
文
八
年
（
一
六
八
八
）
中
に
本
図
と
同
じ
仙

人
図
が
確
認
さ
れ
、
遅
く
と
も
こ
の
時
期
に
は
、「
勝
利
劔
」
と
同

図10　日光東照宮陽明門の「剣に乗る仙
人」

図11　狩野元信　勝利劔
図　所在不明
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じ
図
様
の
作
品
が
古
画
と
し
て
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
（
図
12
）。
探
幽
の
書

付
に
よ
れ
ば
、
本
図
は
吉
田
大
郎
右
門
な
る
人
物
が
持
参
し
た
三
幅
対
の
中
幅
で
、

探
幽
は
こ
れ
に
「
古
法
眼
」
す
な
わ
ち
元
信
の
筆
で
あ
る
と
の
外
題
を
付
け
た
と

あ
る（23
）。

探
幽
は
本
図
の
像
主
が
何
者
で
あ
る
か
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
が
、
仙
人
の

腰
に
帯
び
た
瓢
箪
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
後
世
に
名
付
け
ら
れ
た
よ
う
な
「
勝
利
劔

（
上
利
劔
）」
で
は
な
く
、
呂
洞
賓
の
図
像
と
見
な
す
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
呂
洞
賓

は
酒
仙
と
し
て
も
知
ら
れ
、
狩
野
永
徳
筆
「
仙
人
高
士
図
屏
風
」（
京
都
国
立
博
物

館
）
中
の
呂
洞
賓
の
よ
う
に
、
瓢
箪
を
伴
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
る
こ

と
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
（
図
13
）。

以
上
に
見
て
き
た
こ
と
か
ら
、「
剣
に
乗
る
仙
人
」
の
像
主
は
、

海
北
友
松
の
没
年
（
一
六
一
五
）
を
下
限
と
す
る
根
津
美
術
館
本

「
呂
洞
賓
図
」
の
制
作
時
期
や
、
日
光
東
照
宮
陽
明
門
が
創
建
さ
れ

た
寛
永
十
三
年
当
時
ま
で
は
、
呂
洞
賓
と
見
な
さ
れ
て
い
た
と
想

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
少
な
く
と
も
管
見
の
限
り
、
十
七
世
紀

前
半
ま
で
の
文
献
史
料
に
、「
上
利
劔
」
と
い
う
仙
人
の
名
を
見
出

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
陽
明
門
創
建
よ
り
お
よ
そ
半
世

紀
を
経
て
、
橘
宗
重
『
絵
本
宝
鑑
』
や
中
村
惕
斎
『
頭
書
増
補
訓

図12　探幽縮図に描かれた「剣に乗
る仙人」

図13　狩野永徳　仙人高士図屏風（左隻部
分）　京都国立博物館
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蒙
図
彙
』
が
刊
行
さ
れ
た
十
七
世
紀
後
半
に
は
、
す
で
に
こ
の
仙
人
の
図
像
は
「
上
利
劔
」
と
い
う
名
称
で
流
布
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
本
来
「
呂
洞
賓
」
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
っ
た
「
剣
に
乗
る
仙
人
」
の
図
像
が
、「
上
利
劔
」
へ
と
変
容
し
た
の

は
、
お
お
む
ね
十
七
世
紀
中
期
頃
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
無
論
の
こ
と
、
あ
る
時
期
を
境
に
ス
イ
ッ
チ
が
切
り
替
わ
る
よ
う

に
、「
剣
に
乗
る
仙
人
」
の
像
主
が
呂
洞
賓
か
ら
上
利
劔
に
変
容
し
た
と
い
う
事
態
は
想
定
し
に
く
い
。
ま
た
、
呂
洞
賓
と
上
利
劔
の

図
様
は
ほ
ぼ
同
一
な
た
め
、
両
者
を
弁
別
す
る
こ
と
も
な
か
な
か
難
し
い
。
と
は
い
え
、
遅
く
と
も
十
七
世
紀
中
期
ま
で
に
は
、
従

来
呂
洞
賓
で
あ
っ
た
図
像
に
「
上
利
劔
」
と
い
う
名
称
が
新
た
に
付
け
ら
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
名
称
が
半
世
紀
近
く
か
け
て
人

口
に
膾
炙
し
て
い
っ
た
、
と
い
う
経
緯
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。

で
は
、
だ
と
す
れ
ば
、
い
っ
た
い
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
意
図
を
も
っ
て
、
呂
洞
賓
の
図
像
を
「
上
利
劔
」
と
い
う
名
に
付
け
替
え

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

四
、
江
戸
狩
野
に
よ
る
「
上
利
劔
」
の
創
生

い
っ
た
い
何
者
が
、
呂
洞
賓
の
図
像
を
も
と
に
「
上
利
劔
」
を
創
り
上
げ
た
の
か
。
こ
の
謎
を
解
く
手
が
か
り
と
し
て
ま
ず
取
り

上
げ
た
い
の
が
、
十
八
世
紀
前
半
に
編
纂
さ
れ
た
『
画
筌
』
で
あ
る
。
本
書
は
福
岡
藩
お
抱
え
絵
師
で
あ
っ
た
尾
形
家
三
代
・
小
方

守
房
（
？
〜
一
七
三
二（24
））

の
弟
子
で
あ
る
林
守
篤
（
生
没
年
不
明
）
に
よ
る
全
六
巻
の
画
譜
で
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
に
自
序

が
記
さ
れ
て
い
る
。
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本
書
の
巻
四
に
は
、
聖
賢
、
仙
人
と
い
っ
た
漢
人
物
の
図
像
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
上
利
劔
」
の
図
像
も
含
ま
れ
て
い

る
（
図
14
）。『
画
筌
』
巻
四
に
掲
載
さ
れ
る
仙
人
図
像
の
多
く
は
、

『
有
象
列
仙
全
伝
』
や
『
仙
仏
奇
踪
』
と
い
っ
た
明
末
に
出
版
さ
れ
た

刊
本
に
掲
載
さ
れ
た
挿
図
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ

れ
る
が（25
）、

こ
の
中
で
も
図
像
の
出
典
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
数

少
な
い
例
外
の
ひ
と
つ
に
「
上
利
劔
」
が
あ
る
。
こ
れ
よ
り
す
れ
ば
、

こ
の
仙
人
の
図
像
は
、
守
篤
が
入
手
し
え
た
別
の
ソ
ー
ス
か
ら
転
用

し
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
そ
れ
は
い
っ

た
い
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
守
篤
の
属
し
て
い
た
福
岡
藩
の
御
用
絵
師
集
団
の
中
で
受
容
さ
れ
て
い
た
図
像
に
注
目
し
た
い
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
る

よ
う
に
、
福
岡
藩
は
江
戸
狩
野
と
の
間
で
密
接
な
関
係
を
結
ん
で
お
り
、
雲
谷
派
が
主
流
で
あ
っ
た
九
州
諸
藩
の
中
で
い
ち
早
く
狩

野
派
を
取
り
入
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る（26
）。

守
篤
の
師
で
あ
る
小
方
守
房
も
、
も
と
も
と
江
戸
狩
野
の
領
袖
で
あ
る
狩
野
探
幽
（
一

六
〇
二
〜
七
四
）
の
侍
童
を
つ
と
め
た
後
に
、
探
幽
四
天
王
の
一
角
を
占
め
た
尾
形
家
二
代
・
守
義
（
一
六
四
三
〜
八
二
）
の
養
子

と
な
っ
て
尾
形
家
を
継
い
だ
。
さ
ら
に
後
年
に
は
中
橋
狩
野
家
に
再
入
門
し
、
狩
野
友
元
重
信
と
も
名
乗
っ
た
。

こ
の
尾
形
家
に
は
、
画
稿
な
ど
の
資
料
お
よ
そ
四
八
〇
〇
点
が
伝
来
し
て
お
り
、「
尾
形
家
絵
画
資
料
」
と
総
称
さ
れ
、
現
在
は
福

岡
県
立
美
術
館
が
所
蔵
管
理
し
て
い
る（27
）。

こ
の
絵
画
資
料
の
中
に
、「
剣
に
乗
る
仙
人
」
の
図
像
が
三
点
確
認
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
現
在
は
「
鐘
離
権
図
」
と
い
う
名
称
で
登
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
特
に
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
尾
形
家
の
門
人
で 図14　『画筌』巻四「上利劔」
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あ
る
「
ム
田
嘉
助
」
な
る
人
物
が
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
描
い
た
「
剣
に

乗
る
仙
人
」
の
図
が
あ
る
（
図
15（28
））。

こ
の
図
の
右
端
に
は
「
狩
野
法
橋
空
々
」

の
墨
書
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
晩
年
に
空
々
斎
と
号
し
た
守
房
を
示
し
、
こ
れ

が
守
房
に
よ
る
画
作
の
摸
本
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

守
房
の
経
歴
よ
り
す
れ
ば
、
こ
の
「
剣
に
乗
る
仙
人
」
の
図
像
が
彼
独
自
の

創
案
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
こ
れ
は
、
守
房
が
侍
童
と
し
て
仕
え
た
探
幽
、

あ
る
い
は
尾
形
家
を
継
い
だ
後
に
入
門
し
た
中
橋
家
の
間
で
流
通
し
て
い
た
図

様
を
も
と
に
し
た
も
の
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、『
画
筌
』
に
掲
載

さ
れ
た
「
上
利
劔
」
の
図
像
は
、
師
で
あ
る
守
房
の
「
剣
に
乗
る
仙
人
」
の
図

像
を
典
拠
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
守
房
の
「
剣
に
乗
る
仙
人
」
の

図
像
は
、
探
幽
や
中
橋
狩
野
家
と
い
っ
た
江
戸
狩
野
が
蓄
積
し
た
図
像
に
淵
源

す
る
も
の
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
こ
こ
に
お
い
て
も
、
先
に
挙
げ
た
等
清
の
「
呂
洞
賓
図
」
と
同
様
の

問
題
に
直
面
す
る
。
守
房
の
描
い
た
「
剣
に
乗
る
仙
人
」
の
図
像
は
、
た
し
か
に
「
上
利
劔
」
と
名
付
け
ら
れ
た
仙
人
と
酷
似
す
る

も
の
の
、
果
た
し
て
本
図
の
制
作
当
初
か
ら
「
上
利
劔
」
の
図
と
し
て
描
か
れ
た
の
か
が
不
明
な
点
で
あ
る
。
呂
洞
賓
と
上
利
劔
の

図
像
は
基
本
的
に
同
一
で
あ
る
以
上
、
守
房
が
呂
洞
賓
を
想
定
し
て
本
図
を
描
い
た
と
い
う
可
能
性
も
捨
て
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

江
戸
狩
野
の
中
で
こ
の
「
剣
に
乗
る
仙
人
」
の
図
像
が
流
布
し
て
い
た
時
期
に
、
こ
の
図
像
に
は
何
と
い
う
名
称
が
付
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

図15　ム田嘉助　鐘離権図　寛政 2年（1790）　福岡県立美
術館
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こ
こ
で
ひ
と
つ
の
史
料
を
提
示
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
は
、
寛
文
度
の
御
所
造
営
に
際
し
て
「
上
利
劔
」
が
描
か
れ
た
と
い

う
記
録
で
あ
る
。
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
か
ら
同
四
年
に
か
け
て
、
内
裏
、
明
正
院
、
後
水
尾
院
、
東
福
門
院
、
後
西
院
の
各
御

所
が
、
三
期
に
分
け
て
造
営
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
寛
文
度
の
御
所
造
営
で
あ
る（29
）。

こ
の
う
ち
第
一
期
に
当
た
る
寛
文
二
年
五
月
か
ら

同
年
十
月
に
か
け
て
造
営
さ
れ
た
明
正
院
（
一
六
二
四
〜
九
六
）
の
御
所
に
描
か
れ
た
障
壁
画
の
画
題
と
担
当
絵
師
の
細
目
が
、
福

岡
藩
の
支
藩
・
直
方
藩
の
史
書
『
直
方
旧
考
』（
寛
政
元
年
〔
一
七
八
九
〕
序（30
））

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
御
所
造
営
の
記
録
が
直
方
藩

の
史
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
理
由
は
、
明
正
院
御
所
の
障
壁
画
の
普
請
を
担
当
し
た
大
名
が
、
直
方
藩
の
前
身
で
あ
る
東
蓮
寺
藩
二

代
・
黒
田
之
勝
（
一
六
三
四
〜
六
三
）
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

本
書
に
は
、
明
正
院
御
所
の
障
壁
画
の
画
題
と
担
当
者
が
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

新
院
御
殿
御
絵
図

北
方
御
上
段
東
よ
り
一
の
間　
　

伊
勢
物
語　
　
　
　

法
印
探
幽

同

二
の
間

源
氏
物
語　
　
　
　

同

同

三
の
間

さ
こ
ろ
も　
　
　
　

同

通
の
間
東
よ
り
一
の
間

哥
の
題　
　
　
　
　

同

同
東
よ
り
二
の
間

十
雪　
　
　
　
　
　

同

御
調
台
の
間

く
し
ま

同

右
同
間
北
の
間

花
鳥　
　
　
　
　
　

右
近
養
朴
常
信

主
馬
子

御
納
戸

秋
の
景　
　
　
　
　

法
印
探
幽
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夜
御
殿

押
絵
色
　々
　
　
　

図
書
探
幽
子

探
信
也

南
の
方
東
よ
り
一
の
間

清
水　
　
　
　
　
　

法
眼
永
真

同
東
よ
り
二
の
間

祇
園　
　
　
　
　
　

采
女
洞
雲
益
信

同
東
よ
り
三
の
間

水
鳥　
　
　
　
　
　

主
水
永
真
二
男

探
雪
也

杉
戸
伊
勢
物
語
ノ
間
北
ノ
縁
側

霊
照
女　
　
　
　
　

法
印
探
幽

司
馬
温
公

南
ノ
縁
側

う
さ
き　
　
　

裏

法
眼
永
真

ふ
く
ろ
う　
　

表

さ
こ
ろ
も
の
間
西
の
方
ゑ
ん　
　

上
利
劔　
　
　

裏

同

鹿
ニ
す
ゝ
き

表

南
の
方
ゑ
ん
東
の
方

雉
子　
　
　
　
　
　

同

東
坡

御
物
置
廊
下
口

紅
葉
ニ
鹿　
　
　
　

同

し
や
う
せ
ん

東
の
ゑ
ん

大
国
ゑ
び
す　
　
　

同

ほ
ん
さ
ん

御
仏
堂

普
賢　
　
　
　
　
　

弟
子

松
岡
惣
右
衛
門

文
殊
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御
風
呂
屋

ま
せ
ニ
菊　
　
　
　

弟
子

猪
之
助

御
茶
室

耕
作
の
絵　
　
　
　

法
印
探
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

已
上

右
は
之
勝
公
御
受
持
之
分
計
也

こ
の
画
事
に
か
か
わ
っ
た
画
師
を
見
る
と
、
同
年
に
法
印
に
叙
せ
ら
れ
、
江
戸
狩
野
の
総
帥
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築
い
た
当

時
六
十
一
歳
の
探
幽
、
そ
し
て
探
幽
の
末
弟
で
こ
の
年
に
法
眼
に
叙
さ
れ
た
安
信
（
永
真
、
一
六
一
四
〜
八
五
）
を
筆
頭
に
、
探
幽

の
養
子
・
益
信
（
洞
雲
、
一
六
二
五
〜
九
四
）、
探
幽
の
長
弟
・
尚
信
の
子
で
あ
る
常
信
（
養
朴
、
一
六
三
六
〜
一
七
一
三
）、
さ
ら

に
は
当
時
わ
ず
か
十
歳
の
探
幽
の
実
子
・
守
政
（
探
信
、
一
六
五
三
〜
一
七
一
八
）
な
ど
、
江
戸
狩
野
の
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若
手
ま
で

が
総
が
か
り
で
画
事
に
あ
た
っ
て
い
た
様
子
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
画
題
を
見
る
と
、
格
式
の
高
い
北
方
上
段
の
間
で

は
伊
勢
、
源
氏
、
狭
衣
と
い
っ
た
王
朝
文
学
を
主
題
と
す
る
絵
画
が
描
か
れ
、
他
の
間
に
お
い
て
も
清
水
や
祇
園
と
い
っ
た
洛
中
洛

外
の
景
物
や
、
水
鳥
や
兎
、
鹿
と
い
っ
た
動
物
画
な
ど
、
総
体
と
し
て
柔
和
な
や
ま
と
絵
を
想
起
さ
せ
る
画
題
が
並
ん
で
お
り
、
漢

画
系
の
画
題
は
極
力
抑
制
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
数
少
な
い
漢
画
系
の
画
題
の
中
に
「
上
利
劔
」
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
極
め
て
興
味
深
い
。
同
図
は
安
信
に
よ
っ
て
「
さ

こ
ろ
も
の
間
西
の
方
ゑ
ん
」、
す
な
わ
ち
狭
衣
物
語
が
描
か
れ
た
三
の
間
の
西
の
縁
側
裏
面
に
描
か
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
管
見
の
限
り
で
は
こ
の
記
述
が
、「
上
利
劔
」
と
い
う
画
題
の
存
在
を
確
認
で
き
る
最
初
期
の
事
例
で
あ
る
。『
直
方
旧
考
』
は

寛
文
度
の
造
営
よ
り
百
年
以
上
経
過
し
て
か
ら
編
纂
さ
れ
た
書
物
で
あ
り
、
書
中
の
記
録
も
原
史
料
が
現
存
し
な
い
以
上
真
偽
を
確

か
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
記
述
の
具
体
性
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
が
直
方
藩
に
伝
来
し
た
一
次
史
料
を
直
接
転
写
し
た
も
の
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で
あ
ろ
う
こ
と
に
積
極
的
な
疑
義
を
呈
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
よ
り
す
れ
ば
、
寛
文
二
年
の
段
階
で
「
上
利
劔
」

と
い
う
画
題
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

さ
ら
に
、
こ
の
「
上
利
劔
」
を
描
い
た
の
が
狩
野
安
信
で
あ
る
点
に
も
注
目
し
た
い
。
安
信
は
中
橋
狩
野
家
の
祖
で
あ
り
、
後
年

こ
こ
に
入
門
し
た
の
が
小
方
守
房
な
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
守
房
が
描
い
た
「
剣
に
乗
る
仙
人
」
の
図
像
は
、
中
橋
狩
野
家
に

ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て
い
た
「
上
利
劔
」
の
図
像
を
典
拠
と
し
た
可
能
性
が
高
く
、
さ
ら
に
い
う
な
ら
ば
、
こ
の
図
像
こ
そ
が
明
正
院
御

所
に
描
か
れ
た
「
上
利
劔
」
の
図
様
と
直
接
に
結
び
付
く
も
の
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
「
上
利
劔
」
の
図
像
は
、
安
信
の
み
が
有
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
東
京
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
木
挽
町
狩
野
家
の
摸

本
の
中
に
は
、
藤
岡
桂
輪
（
生
没
年
不
明
）
が
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
に
模
写
し
た
探
幽
筆
の
「
剣
に
乗
る
仙
人
」
の
図
が
あ
る

（
図
16（31
））。

本
図
に
は
「
探
幽
法
印
行
年
六
十
九
歳
筆
」
の
款
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
原
本
は
明
正
院
御
所
造
営
よ
り
八
年
後

の
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
に
描
か
れ
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
本
図
は
一
見
し
て
呂
洞
賓
と
弁
別
し
難
い
も
の
の
、「
鍾
離
権

呂
洞
賓
図
」（
図
7
）
な
ど
の
鍾
離
権
の
図
像
で
し
ば
し
ば
見
ら
れ

る
葉
で
で
き
た
前
垂
れ
を
身
に
着
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鍾
離
権

（
上
利
劔
）
を
想
定
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
の

が
適
当
で
あ
る
。
ま
た
、
衣
を
風
に
靡
か
せ
、
片
手
を
挙
げ
る
本

図
の
仙
人
の
姿
を
左
右
反
転
す
る
と
、『
画
筌
』
に
載
る
上
利
劔
と

相
似
す
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
図
様
が
江
戸
狩
野
の
中
で
広

く
共
有
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
よ
う
。

以
上
よ
り
、「
上
利
劔
」
と
い
う
名
称
の
文
献
上
の
初
出
を
、
明

図16　藤岡桂輪　鐘離権図　天保10
年（1839）　東京国立博物館
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正
院
御
所
が
造
営
さ
れ
た
寛
文
二
年
ま
で
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
図
像
が
こ
の
時
期
に
突
然
創
出
さ
れ
た
と
考

え
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
す
で
に
こ
れ
以
前
よ
り
、
従
来
呂
洞
賓
の
図
像
で
あ
っ
た
「
剣
に
乗
る
仙
人
」
に
、「
上
利
劔
」
と
い
う

名
が
付
け
ら
れ
て
い
た
と
想
定
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
前
節
で
筆
者
は
、「
上
利
劔
」
の
創
造
を
十
七
世
紀
中
期
に
設
定
し
た
が
、
こ

れ
は
明
正
院
御
所
の
造
営
（
一
六
六
二
）
以
前
と
い
う
推
定
と
齟
齬
を
き
た
さ
な
い
。

興
味
深
い
の
は
、
こ
の
「
剣
に
乗
る
仙
人
」
の
図
像
は
探
幽
や
安
信
を
筆
頭
と
す
る
江
戸
狩
野
の
中
で
は
、「
上
利
劔
」
と
い
う
名

で
流
布
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
と
対
照
的
に
、
京
狩
野
に
お
い
て
は
依
然
と
し
て
呂
洞
賓
の
図
像
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

伺
わ
れ
る
点
で
あ
る
。
現
在
実
相
院
門
跡
に
納
め
ら
れ
る
、
京
狩
野
四
代
・
永
敬
（
一
六
六
二
〜
一
七
〇
二
）
が
筆
を
執
っ
た
群
仙

図
襖
の
中
に
「
剣
に
乗
る
仙
人
」
の
す
が
た
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
仙
人
と
並
ん
で
朽
木
に
乗
っ
て
水
上
を
行
く
仙
人
の
像
容
が

明
ら
か
に
鍾
離
権
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
画
中
の
「
剣
に
乗
る
仙
人
」
は
、「
上
利
劔
（
鍾
離
権
）」
で
は
な

く
、
呂
洞
賓
を
描
い
た
も
の
と
見
る
の
が
適
当
で
あ
る
（
図
17（32
））。

い
う
な
れ
ば
、
京
狩
野
が
「
剣
に
乗
る
仙
人
＝
呂
洞
賓
」
と
い
う

中
世
以
来
の
伝
統
を
墨
守
し
て
い
る
の
に
対
し
、
江
戸
狩
野
に
お

い
て
は
こ
の
仙
人
を
「
上
利
劔
」
と
い
う
新
た
な
図
像
と
し
て
普

及
さ
せ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。「
剣
に
乗
る
仙
人
」

に
付
け
ら
れ
た
名
称
の
差
異
か
ら
も
、
守
旧
的
な
京
狩
野
と
新
進

的
な
江
戸
狩
野
と
い
う
両
者
の
性
格
の
相
違
を
見
て
取
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

し
か
し
、
こ
こ
に
お
い
て
大
き
な
疑
問
が
出
て
く
る
。
な
ぜ
江

戸
狩
野
は
、
本
来
呂
洞
賓
で
あ
っ
た
「
剣
に
乗
る
仙
人
」
の
図
像

図17　狩野永敬　群仙図襖（部
分）　実相院
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を
、
わ
ざ
わ
ざ
「
上
利
劔
」
な
ど
と
い
う
名
に
変
更
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
対
す
る
明
解
な
回
答
を
提
示
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
探
幽
を
筆
頭
と
す
る
江
戸
狩
野
に
お
い
て
、
鍾
離
権
の
図
像
を
改
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
、
と
推
測
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

『
有
象
列
仙
全
伝
』
や
『
仙
仏
奇
踪
』
に
掲
載
さ
れ
る
鍾
離
権
の
図
像
は
、
肥
満
し
た
体
躯
に
ぼ
さ
ぼ
さ
の
ひ
げ
面
で
、
弊
衣
か
ら

太
鼓
腹
を
剥
き
出
す
と
い
う
異
相
を
呈
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
肉
体
表
現
は
、
鍾
離
権
と
い
う
仙
人
が
有
す
る
尋
常
な
ら
ざ
る
能
力

に
説
得
力
を
持
た
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
そ
の
圧
倒
的
な
存
在
感
が
、
見
る
も
の
に
嫌
悪
や
恐
怖
を
感
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が

あ
る
こ
と
も
否
定
は
で
き
な
い
。
少
な
く
と
も
通
有
の
鍾
離
権
の
図
像
に
、
優
美
さ
と
い
う
要
素
は
著
し
く
低
い
。
こ
れ
に
江
戸
狩

野
は
敏
感
に
反
応
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

『
画
筌
』
巻
一
「
画
論
伝
受
秘
事
口
訣
」
に
あ
る
「
画
の
要
は
軽
の
一
字
に
止
ま
る
の
み
。
故
に
悉
く
以
て
軽
く
か
く
こ
と
専
一

也
。
其
軽
こ
と
、
尤
も
難
処
な
り
。
故
に
初
学
の
画
品
、
皆
お
も
し
。
此
を
以
て
、
軽
は
画
の
性
た
る
を
知
べ
し
」
と
い
う
有
名
な

一
節
か
ら
も
知
ら
れ
る
と
お
り
、
江
戸
狩
野
に
お
い
て
画
は
「
軽
い
」
こ
と
に
こ
そ
価
値
が
置
か
れ
た
。
こ
う
し
た
「
軽
み
」
や
「
き

れ
い
」
で
あ
る
こ
と
を
重
視
す
る
価
値
観
は
、
絵
画
に
限
ら
ず
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
文
芸
全
般
に
通
底
す
る
要
素
と
い
え
る（33
）。

ア
ク
が
強
く
、「
重
い
」
鍾
離
権
の
図
像
は
、
こ
う
し
た
江
戸
狩
野
の
美
意
識
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
は

い
え
、
鍾
離
権
は
八
仙
の
一
角
を
占
め
る
仙
人
の
代
表
格
で
あ
り
、
仙
人
図
の
中
で
描
か
れ
る
頻
度
は
比
較
的
高
い
。
な
ら
ば
、
鍾

離
権
の
図
像
を
、
当
時
の
美
意
識
に
合
致
し
た
「
軽
い
」
も
の
に
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
？

こ
う
し
た
要
請
の
上
で
、
鍾

離
権
の
名
を
も
じ
っ
た
「
上
利
劔
」
な
る
名
が
生
み
出
さ
れ
、
も
と
は
呂
洞
賓
で
あ
っ
た
「
剣
に
乗
る
仙
人
」
に
、
そ
の
名
が
付
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
上
利
劔
」
は
、
重
力
な
ど
最
初
か
ら
存
在
し
な
い
か
の
よ
う
に
剣
に
乗
り
、
優
雅
に

水
上
を
飛
行
し
て
い
る
。
こ
の
図
像
の
持
つ
「
軽
み
」
こ
そ
、
江
戸
狩
野
が
理
想
と
す
る
美
意
識
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
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は
な
い
だ
ろ
う
か
。
試
み
に
明
正
院
御
所
の
設
え
を
想
像
し
て
み
て
ほ
し
い
。
邸
内
に
満
ち
る
柔
和
な
障
壁
画
の
数
々
の
中
に
お
い

て
も
、
優
雅
な
「
上
利
劔
」
の
図
像
は
、
違
和
感
な
く
調
和
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
方
で
、「
倣
古
」「
学
古
」
を
重
視
す
る
狩
野
派
に
お
い
て
、「
上
利
劔
」
な
ど
と
い
う
馴
染
み
な
い
名
が
付
け
ら
れ
た
仙
人
の
図

様
が
い
か
に
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
も
、
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
特
定
の
図
像
が
拠
っ
て
立
つ
典
拠

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
こ
そ
、
図
像
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
確
保
に
つ
な
が
る
と
い
う
、
狩
野
派
に
お
け
る
「
美
術
史
学
」
的
な

問
題
と
も
か
か
わ
る
点
で
あ
る（34
）。

橘
守
国
が
「
此
仙
所
伝
を
し
る
人
な
し
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、「
上
利
劔
」
の
典
拠
を
訝
し
む
声
は

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
彼
ら
は
い
か
に
し
て
、「
上
利
劔
」
と
い
う
図
像
の
歴
史
的
正
統
性
を
担
保
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
ひ
と
つ
の
作
品
を
見
て
行
く
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
は
、
現
在
大
英
博
物
館
が
所
蔵
す
る
元
信
印
「
鍾
離
権
図
」（
図
18
）

で
あ
る
。
本
図
は
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（35
）が

、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
年
序
刊
の
吉
村
周
山
の
画
譜

『
和
漢
名
筆

画
宝
』
巻
三
に
「
鐘
離
権

古
法
眼
筆
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
書
の
刊
行
時
に
は
す
で
に
、
こ
れ

と
同
図
様
の
作
品
が
元
信
筆
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
図
19
）。
興
味
深
い
の
は
、
本
図
の
画
風
が
、
劉
俊
や
商
喜
と

い
っ
た
渡
海
仙
人
図
を
多
く
描
い
た
明
代
の
画
家
の
作
例
を

想
起
さ
せ
る
点
で
あ
る
。
あ
た
か
も
本
図
は
、
元
信
が
中
国

よ
り
請
来
さ
れ
た
仙
人
図
を
模
写
し
た
か
の
よ
う
な
印
象
を

見
る
も
の
に
抱
か
せ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
鍾
離
権
図
」
は
、「
上
利
劔
」
に
と
っ
て
重
要
な
意

味
を
持
つ
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
「
鍾
離
権
図
」
が
存
在
す

る
こ
と
で
、
元
信
が
「
剣
に
乗
る
鐘
離
権
」
と
い
う
図
様
の

図18　伝狩野元信　鐘離権
図　江戸時代　大英
博物館
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中
国
絵
画
を
模
写
し
た
こ
と
が
暗
示
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
「
上
利
劔
」
の
図
像
は
、
中
国
の
鍾
離
権
図
に
淵
源
す
る
も
の

で
あ
り
、
か
つ
元
信
以
来
の
狩
野
派
に
よ
っ
て
脈
々
と
描
き
継
が
れ
て

き
た
、
と
い
う
正
統
な
る
狩
野
派
の
歴
史
の
中
に
定
置
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
行
っ
た
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
よ

う
に
、「
剣
に
乗
る
鐘
離
権
」
と
い
う
図
像
の
中
国
絵
画
が
実
際
に
存
在

し
た
と
は
考
え
難
い
。
だ
と
す
れ
ば
こ
の
「
鍾
離
権
図
」
の
原
本
は
、

そ
も
そ
も
か
ら
し
て
存
在
し
な
い
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
こ
の
「
鍾
離
権
図
」
は
、「
上
利
劔
」
と
い
う
図
像
が
「
正
し
き
狩
野
派
の
絵
画
史
の
流
れ
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
証
明

す
る
た
め
に
創
り
上
げ
ら
れ
た
偽
作
と
見
な
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

こ
の
「
鍾
離
権
図
」
が
ど
の
よ
う
な
環
境
の
も
と
受
容
さ
れ
て
い
た
作
品
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、

本
図
の
図
版
を
掲
載
す
る
『
和
漢
名
筆

画
宝
』
を
著
し
た
吉
村
周
山
の
経
歴
か
ら
、
推
測
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
周
山
は
大
坂
で

活
躍
し
た
画
師
で
あ
る
が
、
そ
の
画
系
は
江
戸
狩
野
に
属
し
て
い
る
。
彼
の
師
・
牲
川
充
信
（
生
没
年
不
明
）
は
、
探
幽
の
直
弟
子

で
あ
る
鶴
澤
探
山
（
一
六
五
五
？
〜
一
七
二
九
）
よ
り
画
を
学
ん
で
い
る
の
で
あ
る（36
）。

こ
う
し
た
画
脈
よ
り
す
れ
ば
、
周
山
が
「
江

戸
狩
野
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
歴
史
」
を
提
示
す
る
「
鍾
離
権
図
」
の
よ
う
な
作
例
に
触
れ
る
機
会
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

図19　『和漢名筆　画宝』巻三「鐘離権」
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お
わ
り
に

江
戸
狩
野
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
「
上
利
劔
」
と
い
う
仙
人

は
、
十
八
世
紀
以
降
、
高
い
知
名
度
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
大
き
く
寄
与
し
た
の
は
、
狩
野
派
の
絵
と
い
う
よ
り
も
、

本
稿
の
冒
頭
に
挙
げ
た
安
藤
信
友
の
句
で
も
示
さ
れ
る
「
絵
本
」

の
存
在
で
あ
る
。
十
七
世
紀
後
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
絵
本
宝
鑑
』

や
『
頭
書
増
補
訓
蒙
図
彙
』、
そ
し
て
十
八
世
紀
前
期
の
『
画

筌
』
を
皮
切
り
に
、
絵
入
り
の
版
本
に
は
し
ば
し
ば
「
上
利
劔
」
の
図
像
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

例
え
ば
鍬
形
蕙
斎
（
一
七
六
四
〜
一
八
二
四
）
の
画
譜
『
諸
職
画
鑑
』（
寛
政
二
年
〔
一
七

九
〇（37
）〕）

に
「
上
利
劔
」
の
図
像
（
図
20
）
が
掲
載
さ
れ
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
本
書
の
「
上

利
劔
」
は
、『
画
筌
』
中
の
そ
れ
を
左
右
反
転
さ
せ
た
図
像
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
、
葛
飾

北
斎
（
一
七
六
〇
〜
一
八
四
九
）
が
原
画
を
描
い
た
『
北
斎
漫
画
』
第
三
編
（
文
化
十
二
年

〔
一
八
一
五
〕
刊
）
に
も
、
剣
に
乗
っ
て
水
上
を
行
く
「
上
利
剣
」
が
掲
載
さ
れ
る
（
図
21
）。

こ
う
し
た
版
本
に
掲
載
さ
れ
た
「
上
利
劔
」
の
図
像
は
、
浮
世
絵
に
も
転
用
さ
れ
て
い
る
。

鈴
木
春
信
（
一
七
二
四
〜
七
〇
）
の
「
見
立
蘆
葉
達
磨
図
」
や
「
見
立
浦
島
」
と
い
っ
た
作

図20　『諸職画鑑』「上利
劔」（国立国会図
書館）図21　『北斎漫画』第三編「上利剣」
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品
に
お
い
て
は
、
左
手
を
挙
げ
て
水
上
を
行
く
す
が
た
が
、『
画

筌
』
に
載
る
上
利
劔
の
図
像
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ

せ
る（38
）。

ま
た
、
一
勇
斎
国
芳
（
一
七
九
八
〜
一
八
六
一
）
が
女
性

の
す
が
た
を
仙
人
に
見
立
て
た
「
艶
姿
十
六
女
仙
」（
弘
化
〜
嘉
永

年
間
〔
一
八
四
七
〜
五
二
〕）
に
お
い
て
も
「
上
利
劔
」（
図
22
）

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
剣
菱
」
の
菰
樽
に
腰
掛

け
る
女
性
の
す
が
た
を
も
っ
て
、「
上
利
劔
」
の
見
立
て
と
し
て
い

る
。
こ
の
「
上
利
劔
」
の
図
像
が
、
こ
う
し
た
見
立
絵
に
も
用
い

ら
れ
る
ほ
ど
に
広
く
民
衆
に
膾
炙
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
た
こ
と

を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

﹇
図
版
出
典
﹈

図
1
、
2
、
3
、
5
、
14
、
16
＝
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

図
4
＝
京
都
大
学
電
子
図
書
館

図
6
、
19
、
21
＝
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
古
典
籍
ポ
ー
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

図
7
、
8
、
9
、
13
、
15
、
18
、
22
＝
所
蔵
館
よ
り
提
供

図
11
＝『
某
貴
顕
某
大
家
御
蔵
品
入
札
』
東
京
美
術
倶
楽
部
、
一
九
一
四
年

図
12
＝『
探
幽
縮
図

上
巻
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
〇
年

図
17
＝『
京
都

実
相
院
門
跡
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
六
年

図22　一勇斎国芳　艶姿十六女仙　上
利劔　アドミュージアム東京
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図
20
＝
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

注

（
1
）
平
賀
源
内
先
生
顕
彰
会
編
『
平
賀
源
内
全
集

下
冊
』
平
賀
源
内
先
生
顕
彰
会
、
一
九
三
五
年
、
六
九
頁
。

（
2
）
柳
多
留
全
集
刊
行
会
編
『
誹
風
柳
多
留
全
集

中
巻
』
柳
多
留
全
集
刊
行
社
、
一
九
三
三
年
、
八
五
三
頁
。

（
3
）
拙
稿
「
岸
駒
・
呉
春
合
作
「
群
仙
図
屛
風
」
の
成
立
時
期
と
描
か
れ
た
仙
人
」『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
二
四
号
、

二
〇
一
九
年
。

（
4
）
高
橋
五
郎
編
『
和
漢
雅
俗
い
ろ
は
辞
典
』
い
ろ
は
辞
典
発
行
部
、
一
八
八
八
年
、
一
二
四
三
頁
。

（
5
）
今
泉
準
一
編
『
元
禄
江
戸
俳
書
集
』
白
帝
社
、
一
九
六
六
年
、
十
五
頁
。

（
6
）
浅
野
秀
剛
「
近
世
絵
本
の
誕
生
を
め
ぐ
っ
て
│
現
存
例
と
用
例
を
中
心
に
」
鈴
木
淳
・
浅
野
秀
剛
編
『
江
戸
の
絵
本

画
像
と
テ
キ
ス
ト
の
綾
な
せ
る
世
界
』
市
河
廣
太
「「
絵
本
」
出
現
の
一
背
景
―『
絵
本
宝
鑑
』
及
び
『
大
友
興
廃
記
』
著

者
、
橘
宗
重
の
出
自
解
明
を
通
し
て
」『
美
術
史
』
第
一
七
三
号
、
二
〇
一
二
年
。

（
7
）
杉
本
つ
と
む
『
訓
蒙
図
彙
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
七
五
年
。
小
林
祥
次
郎
編
『
江
戸
の
イ
ラ
ス
ト
辞
典

訓
蒙

図
彙
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
。
石
上
阿
希
「『
訓
蒙
図
彙
』
考
序
論
―
絵
入
百
科
事
典
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
と
と
も

に
」
郭
南
燕
・
将
基
面
貴
巳
編
『
南
太
平
洋
か
ら
見
る
日
本
研
究
―
歴
史
、
政
治
、
文
学
、
芸
術
』
国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
八
年
。『
江
戸
の
こ
と
ば
絵
事
典
―『
訓
蒙
図
彙
』
の
世
界
』

（
8
）
『
有
象
列
仙
全
伝
』
巻
之
三
。

（
9
）
『
俊
寛
僧
都
嶋
物
語
』
巻
之
六
、
柏
栄
堂
、
一
八
〇
八
年
、
十
七
丁
裏
・
十
八
丁
表
。

（
10
）
坂
崎
坦
編
『
日
本
画
談
大
観
』
目
白
書
院
、
一
九
一
七
年
、
七
五
一
頁
。

（
11
）
大
槻
文
彦
編
『
大
言
海

第
二
巻
』
富
山
房
、
一
九
三
三
年
、
七
七
五
頁
。

（
12
）
『
画
本
手
鑑
』
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
小
林
宏
光
「
十
八
世
紀
の
日
中
美
術
交
流
（
上
）―
大
岡
春
卜
の
画
譜
に
み
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る
中
国
図
像
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」『
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
三
十
四
集
、
一
九
九
二
年
（
小
林
『
近
世
画
譜
と

中
国
絵
画
―
十
八
世
紀
の
日
中
美
術
交
流
発
展
史
』
上
智
大
学
出
版
、
二
〇
一
八
年
に
「
大
岡
春
卜
の
三
画
譜
―
画
譜
の

シ
リ
ー
ズ
化
と
明
清
絵
画
へ
の
拡
が
る
関
心
」
と
改
題
し
て
再
録
）。

（
13
）
橘
守
国
『
絵
本
鶯
宿
梅
』
巻
三
、
植
村
藤
三
郎
ほ
か
、
一
七
四
〇
年
、
四
丁
裏
。

（
14
）
『
玉
堂
叢
語

元
明
史
料
筆
記
叢
刊
』
中
華
書
局
、
一
九
九
七
年
。

（
15
）
日
本
随
筆
大
成
編
集
部
編
『
日
本
随
筆
大
成

第
二
期
巻
十
二
巻
』
日
本
随
筆
大
成
刊
行
会
、
一
九
二
九
年
、
五
五

二
〜
五
五
三
頁
。

（
16
）
『
大
百
科
事
典

第
十
三
巻
第
一
冊
』
平
凡
社
、
一
九
三
二
年
、
一
七
〇
頁
。

（
17
）
玉
村
竹
二
編
『
五
山
文
学
新
集

第
六
巻
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
、
七
八
九
頁
。

（
18
）
相
澤
正
彦
・
橋
本
慎
司
編
著
『
関
東
水
墨
画

型
と
イ
メ
ー
ジ
の
系
譜
』
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
七
年
、
二
九
五
頁
。

（
19
）
本
図
の
作
品
名
に
つ
い
て
、
武
田
恒
夫
『
水
墨
美
術
大
系

第
九
巻

等
伯
・
友
松
』（
講
談
社
、
一
九
七
三
年
）
七

七
頁
で
は
「
上
利
剣
図
」
と
し
、
二
〇
一
四
年
に
所
蔵
館
で
あ
る
根
津
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
涼
風
献
上
」
展
に
出
品

さ
れ
た
際
に
は
「
鍾
離
権
図
」
と
し
て
い
る
が
、
二
〇
一
七
年
に
京
都
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
『
京
都
国
立
博
物
館

開
館
120
周
年
記
念

特
別
展
覧
会

海
北
友
松
』
展
で
は
、「
呂
洞
賓
図
」
の
名
で
出
品
さ
れ
て
い
る
。
山
本
英
男
「
呂

洞
賓
図
」
解
説
、『
京
都
国
立
博
物
館
開
館
120
周
年
記
念

特
別
展
覧
会

海
北
友
松
』
展
図
録
、
京
都
国
立
博
物
館
、

二
〇
一
七
年
、
三
〇
一
〜
三
〇
二
頁
。

（
20
）
高
藤
晴
俊
「
日
光
東
照
宮
の
彫
刻
に
つ
い
て
」（『
日
光
東
照
宮
の
装
飾
文
様

植
物
・
鳥
類
』
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
、
一

九
九
四
年
）
一
一
七
頁
。

（
21
）
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
刊
行
の
錦
石
秋
編
『
日
光
山
小
誌
』（
金
魁
堂
）
十
七
丁
裏
に
は
、「（
陽
明
門
の
）
後
面

ハ
琴
高
馬
思
公
上
利
劔
費
張
房
王
商
鉄
拐
等
あ
り
」
と
し
、
こ
の
仙
人
の
名
を
「
上
利
劔
」
と
し
て
い
る
。

（
22
）
『
某
貴
顕
某
大
家
御
蔵
品
入
札
』
東
京
美
術
倶
楽
部
、
大
正
三
年
十
一
月
二
十
三
日
。

（
23
）
京
都
国
立
博
物
館
編
『
探
幽
縮
図

上
巻
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
〇
年
、
二
二
二
・
三
二
四
〜
三
二
五
頁
。
な
お
、
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狩
野
芳
崖
（
一
八
二
八
〜
八
八
）
に
よ
る
本
図
と
同
図
様
の
摸
本
が
「
鐘
離
權
図
」
の
名
で
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ

れ
る
（
列
品
番
号
：A

-2732

）。

（
24
）
尾
形
家
は
当
初
「
小
方
」
姓
を
名
乗
り
、
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
以
降
「
尾
形
」
に
改
め
た
。
本
稿
で
は
、
人
名
に

つ
い
て
は
「
小
方
」
を
用
い
、
家
名
に
つ
い
て
は
「
尾
形
」
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

（
25
）
小
林
宏
光
「『
画
筌
』
巻
四
漢
人
物
図
考
」『
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
三
二
集
、
一
九
九
〇
年
（
小
林
『
近
世

画
譜
と
中
国
絵
画
―
十
八
世
紀
の
日
中
美
術
交
流
発
展
史
』
上
智
大
学
出
版
、
二
〇
一
八
年
に
「
林
守
篤
の
「
漢
人
物
」

図
像
考
―
和
製
画
譜
の
先
駆
け
『
画
筌
』
巻
四
の
挿
絵
に
つ
い
て
」
と
改
題
し
て
再
録
）、
張
小
鋼
「
絵
本
に
お
け
る
中

国
仙
人
の
一
考
察
―
林
守
篤
の
『
画
筌
』
を
中
心
に
」『
中
国
語
学
文
学
論
集
』
第
二
三
輯
、
二
〇
一
一
年
（
張
『
日
本

に
お
け
る
中
国
画
題
の
研
究
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
に
「『
画
筌
』
に
お
け
る
中
国
仙
人
の
一
考
察
」
と
改
題
し
て

再
録
）。

（
26
）
小
林
法
子
『
筑
前
御
抱
え
絵
師
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
四
年
。

（
27
）
『
尾
形
家
絵
画
資
料
目
録
』
福
岡
県
文
化
会
館
、
一
九
八
五
年
。

（
28
）
「
尾
形
家
絵
画
資
料
」
目
録
番
号
484
。

（
29
）
寛
文
度
の
御
所
造
営
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
吉
田
純
一
「
寛
文
度
御
所
造
営
に
お
け
る
中
井
配
下
の
棟
梁
層
の
構

成
」『
日
本
建
築
学
会
論
文
報
告
集
』
三
四
五
巻
、
一
九
八
四
年
。

（
30
）
『
直
方
旧
考
』
は
直
方
藩
士
・
舌
間
宗
益
（
一
七
二
〇
〜
九
四
）
が
、
東
蓮
寺
藩
の
立
藩
か
ら
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）

の
直
方
藩
の
廃
藩
ま
で
を
記
録
し
た
史
書
で
、
現
在
は
阿
部
家
本
と
庄
野
家
本
の
二
つ
の
写
本
が
確
認
さ
れ
る
。
阿
部
家

本
は
表
紙
裏
に
「
明
治
廿
一
年
黒
田
隆
政
公
二
百
五
十
年
忌
写
之
／
雲
心
寺
蔵
本
」
の
墨
書
が
あ
り
、
東
蓮
寺
藩
初
代
藩

主
・
黒
田
高
政
（
隆
政
と
も
。
一
六
一
二
〜
三
九
）
の
二
百
五
十
年
忌
に
あ
た
る
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
、
直

方
藩
黒
田
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
雲
心
寺
の
蔵
本
を
写
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
同
書
は
そ
の
後
、
植
木
（
現
在
の
直
方
市
北

西
部
）
の
阿
部
家
に
伝
来
し
、
現
在
は
直
方
市
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
伝
本
で
あ
る
庄
野
家
本
は
、

直
方
市
古
町
の
庄
野
家
に
伝
来
し
た
も
の
で
、
原
本
は
現
所
在
不
明
な
が
ら
、
宮
若
市
古
文
書
勉
強
会
が
二
〇
一
一
年
に
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制
作
し
た
影
印
本
（
未
刊
行
。
直
方
市
立
図
書
館
所
蔵
）
に
よ
り
内
容
が
確
認
で
き
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
箇
所
に
つ

い
て
両
本
を
対
照
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
記
述
に
決
定
的
な
異
同
は
な
い
も
の
の
、
庄
野
本
は
「
采
女
」
を
「
宋
女
」
と
記
載

す
る
な
ど
細
か
な
誤
記
が
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
阿
部
家
本
を
参
照
し
た
。

（
31
）
「
鐘
離
權
図
」（
列
品
番
号
：A

-3315

）。

（
32
）
奥
平
俊
六
「
美
の
し
つ
ら
い
―
実
相
院
の
襖
絵
」
宇
野
日
出
生
編
『
京
都

実
相
院
門
跡
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
六

年
、
七
四
〜
七
六
頁
。

（
33
）
江
戸
時
代
に
お
け
る
美
意
識
の
変
容
に
つ
い
て
は
、
主
に
以
下
を
参
照
。『
寛
永
の
雅

江
戸
の
宮
廷
文
化
と
遠
州
・

仁
清
・
探
幽
』
展
図
録
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
二
〇
一
八
年
。『
江
戸
時
代
の
美
術
―「
軽
み
」
の
誕
生
』
展
図
録
、
出

光
美
術
館
、
二
〇
二
三
年
。

（
34
）
江
戸
狩
野
に
お
け
る
古
典
学
習
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
主
に
以
下
を
参
照
。
野
田
麻
美
「
模
写
と
模
倣
の
あ
い
だ

に
あ
る
も
の
―
狩
野
探
幽
『
臨
画
帖
』
に
つ
い
て
」『
狩
野
派
―
画
壇
を
制
し
た
眼
と
手
』
図
録
、
出
光
美
術
館

二
〇

二
〇
年
。
野
田
麻
美
「
模
写
と
倣
古
―
江
戸
狩
野
派
の
場
合
」『
日
本
美
術
の
つ
く
ら
れ
方

佐
藤
康
宏
先
生
の
退
職
に

よ
せ
て
』
羽
鳥
書
店
、
二
〇
二
〇
年
。
野
田
麻
美
「
江
戸
狩
野
派
に
よ
る
模
本
と
倣
古
図
に
関
す
る
一
考
察
―
狩
野
常

信
・
栄
信
・
養
信
ほ
か
「
唐
絵
手
鑑
」
の
分
析
を
中
心
に
」『
江
戸
狩
野
派
の
古
典
学
習
―
そ
の
基
盤
と
広
が
り
』
展
図

録
、
静
岡
県
立
美
術
館
、
二
〇
二
一
年
。

（
35
）
本
図
を
所
蔵
す
る
大
英
博
物
館
で
は
、
本
図
の
制
作
時
期
を
十
七
世
紀
末
か
ら
十
八
世
紀
初
頭
と
す
る
。https: /

/w
w
w
.

britishm
useum

.org
/collection

/object /A
_1881-1210-0-1252

（
36
）
木
村
重
圭
「
大
坂
画
壇
の
展
開
と
狩
野
派
―
森
狙
仙
筆
墨
馬
図
を
め
ぐ
っ
て
」『
甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要

文
学
・

文
化
編
』
第
四
〇
号
、
二
〇
〇
四
年
。

（
37
）
内
藤
正
人
「
蕙
斎
・
北
尾
政
美
の
絵
本
『
諸
職
画
鑑
』
の
書
誌
」『
出
光
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
二
号
、
一
九
九
六
年
、

一
四
三
〜
二
三
五
頁
。

（
38
）
林
晃
平
「
浦
島
伝
説
に
お
け
る
画
像
の
諸
問
題
」『
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
会
議
録
』
第
二
四
回
、
二
〇
〇
一
年
。




